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は
じ
め
に

　

筆
者
が
所
属
す
る
公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研

究
所
で
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
発
生

し
た
放
射
能
汚
染
土
壌
が
、「
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一

日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る

環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」（
以
下
、

「
汚
染
対
処
特
措
法
」
と
す
る
。）
に
基
づ
き
、
土
木
公
共
工

事
な
ど
で
再
利
用
す
る
政
策
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

た
め
、
二
〇
一
八
年
度
の
研
究
所
総
会
に
お
い
て
、「
放
射

能
汚
染
土
壌
利
活
用
防
止
条
例
制
定
研
究
会
」を
設
置
し（
以

下
、「
研
究
会
」
と
す
る
。）、
そ
の
後
二
年
間
に
わ
た
り
、

道
内
外
の
条
例
調
査
や
研
究
会
を
開
催
し
て
き
た*
。

1

　

そ
う
し
た
中
、
二
〇
二
〇
年
八
月
寿
都
町
長
が
放
射
性

廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
文
献
調
査
に
応
募
す
る
こ
と
を
表

明
し
た
。
結
局
、
同
年
一
〇
月
九
日
付
で
放
射
性
廃
棄
物

最
終
処
分
場
の
選
定
に
向
け
た
文
献
調
査
の
応
募
書
類
を

原
子
力
発
言
環
境
整
備
機
構
（
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
）
に
提
出
、
さ

ら
に
神
恵
内
村
も
経
済
産
業
省
が
文
献
調
査
の
申
し
入
れ

を
行
い
、
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
寿
都
町
及
び
神
恵
内
村
の
周
辺
自
治
体
で

は
放
射
性
廃
棄
物
処
理
施
設
立
地
等
回
避
条
例
（
以
下
、

「
回
避
等
条
例
」
と
す
る
。））
制
定
を
目
指
す
動
き
が
加

速
化
し
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
六
日
に
制
定
さ
れ
た
島
牧

村
を
皮
切
り
に
、
積
丹
町
、
黒
松
内
町
で
条
例
制
定
が
な

さ
れ
て
お
り
、
蘭
越
町
も
制
定
を
目
指
し
て
い
る*
。

2

　

周
辺
自
治
体
で
の
回
避
等
条
例
制
定
を
踏
ま
え
、
研
究

会
は
二
〇
二
一
年
二
月
に
「
放
射
性
廃
棄
物
処
理
施
設
立

地
等
回
避
条
例
の
論
点
」
と
し
て
、
回
避
等
条
例
制
定
の

際
に
考
慮
が
必
要
と
な
る
論
点
を
整
理
し
、『
北
海
道
自

治
研
究
六
二
五
号
』
に
掲
載
し
た
。
た
だ
、
発
表
後
も
久

慈
市
や
せ
た
な
町
で
回
避
等
条
例
が
制
定
が
続
い
て
い
る

「
進
行
形
の
条
例
」
で
あ
る
た
め
、
制
定
状
況
こ
そ
整
理

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
規
定
項
目
に
つ
い
て
整
理
・
分
析

を
し
て
い
る
研
究
は
確
認
で
き
な
か
っ
た*
。

3

　

本
稿
は
、
回
避
等
条
例
の
地
域
及
び
自
治
体
規
模
で
の

制
定
状
況
を
整
理
、
確
認
し
た
上
で
、
規
定
さ
れ
て
い
る

項
目
を
考
察
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題

を
提
起
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
１
　
放
射
性
廃
棄
物
処
理
施
設
立
地
等
回
避
条
例

　
　
の
現
状

　

⑴　

基
本
デ
ー
タ

　

一
般
財
団
法
人
地
方
自
治
研
究
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
放
射
性
廃
棄
物
に
関
す
る
条
例
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

自
治
体
を
基
本
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
新
聞
な
ど

で
得
た
情
報
を
加
え
た
も
の
を
調
査
対
象
と
し
た
。な
お
、

市
町
村
合
併
で
廃
止
さ
れ
た
条
例
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
廃
止
で
例
規
集
も
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
来

で
あ
れ
ば
調
査
か
ら
除
外
す
べ
き
な
の
だ
が
、
研
究
会
の

美
瑛
町
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際
、
資
料
と
し
て
市
町
村
合
併
で

廃
止
さ
れ
た
回
避
等
条
例
の
条
文
を
提
供
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
。
ま
た
、
一
度
で
も
条
例
と
し
て
成
立
、
施
行
さ

れ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
今
回
は
調
査
対
象
と
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の
が
、「
回
避
等
条
例
制
定
一

覧
表
」
で
あ
る
（
図
表
１
）。
今
回
は
二
〇
二
〇
年
度
ま

で
に
制
定
さ
れ
た
三
九
自
治
体
の
回
避
等
条
例
を
調
査
し

て
い
る*
。

4

こ
こ
示
し
た
条
例
以
外
に
も
調
査
に
漏
れ
た
回

避
等
条
例
、
あ
る
い
は
回
避
等
条
例
と
銘
打
っ
て
い
な
い

も
の
の
、
環
境
関
係
条
例
で
放
射
性
物
質
等
の
制
限
を
し

て
い
る
条
例
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
ご
了
承
願

い
た
い
。

　

①　

都
道
府
県
別
の
状
況

　

ま
ず
、
都
道
府
県
ご
と
の
制
定
状
況
を
確
認
す
る
と
、

鹿
児
島
県
が
一
二
自
治
体
で
最
も
多
く
、
北
海
道
と
岩
手

県
が
同
数
の
七
自
治
体
、
宮
城
県
が
二
自
治
体
、
栃
木
県
、

岐
阜
県
、
京
都
府
、
和
歌
山
県
、
島
根
県
、
高
知
県
が
各

一
自
治
体
の
順
に
な
っ
て
い
る
。（
図
表
２

－

１
）。

髙　

野　
　
　

譲

放
射
性
廃
棄
物
処
理
施
設
立
地
等
回
避
条
例
の
規
定
項
目
に
関
す
る
考
察
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制
定
率
で
は
鹿
児
島
県
が
二
七
・
九
％
で
、
中
で
も
大

隅
半
島
周
辺
の
自
治
体
を
中
心
に
条
例
制
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
岩
手
県
も
二
一
・
二
％
と
高
い
が
、
こ
ち
ら

は
三
陸
海
岸
の
自
治
体
を
中
心
に
制
定
が
進
ん
で
い
る
。

　

他
方
で
、
岡
山
県
や
宮
崎
県
に
も
回
避
等
条
例
を
持
つ

自
治
体
が
あ
っ
た
も
の
の
、
市
町
村
合
併
で
廃
止
さ
れ
、

合
併
後
の
自
治
体
で
は
制
定
さ
れ
て
い
な
い
。
美
瑛
町
か

ら
提
供
さ
れ
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
市
町
村
合
併
で
廃
止
さ

図表１　回避等条例の制定状況

図表２－１　都道府県ごとの持ち込み拒否条例制定状況
　　　　　　（市町村合併で条例廃止となった自治体は除く）
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れ
た
条
例
の
ほ
と
ん
ど
が
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
理

場
建
設
な
ど
の
動
き
が
あ
っ
た
た
め
、
条
例
制
定
に
動
い

た
と
記
載
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
動
き
が
な
く
な
れ
ば
条

例
制
定
も
必
要
な
い
と
判
断
し
、
合
併
後
の
自
治
体
で
は

制
定
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
回
避
等
条
例
は
課
題
が
発
生
し

て
か
ら
制
定
し
て
い
る
条
例
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
な

お
、
市
町
村
合
併
前
の
自
治
体
で
回
避
等
条
例
を
有
し
、

合
併
後
も
条
例
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
屋
久
島
町
（
旧
屋

久
町
と
旧
上
屋
久
町
）
と
南
さ
つ
ま
市
（
旧
笠
沙
町
）
の

二
自
治
体
の
み
で
あ
っ
た
。

　

②　

自
治
体
規
模
別
の
状
況

　

自
治
体
種
類
別
の
設
置
状
況
で
は
、
市
町
村
合
併
で
消

滅
し
た
自
治
体
を
除
く
と
、
都
道
府
県
が
一
、
そ
の
他
市

が
七
、
町
が
一
九
、
村
が
七
で
あ
っ
た
。（
図
表
２

－

２
）。

　

人
口
規
模
別
の
設
置
状
況
で
は
、
都
道
府
県
と
市
町
村

合
併
で
消
滅
し
た
自
治
体
を
除
き
分
類
す
る
と
、
人
口
三

万
人
の
自
治
体
が
二
九
と
最
も
多
く
、
次
に
三
万
人
～
五

万
人
が
三
自
治
体
、
五
万
人
～
一
〇
万
人
未
満
が
二
自
治

体
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

自
治
体
規
模
の
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
、
小
規
模

自
治
体
で
の
制
定
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
北
村
喜

宣
は
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
施
設
を
「『
最
強
・
最
凶
』

の
嫌
忌
施
設
」
と
表
現
し
て
い
る
が*
、

5

こ
う
し
た
施
設
だ

か
ら
こ
そ
、
土
地
が
確
保
し
や
す
く
、
人
口
の
少
な
い
地

方
部
に
誘
致
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
、
小
規
模
自
治
体

で
の
制
定
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
中
で
も
、
島
し
ょ
部
で
の
条
例
制
定
が
目
立
つ
。

今
回
の
調
査
対
象
と
な
っ
た
回
避
等
条
例
の
う
ち
、
島
し
ょ

部
で
の
制
定
は
一
〇
自
治
体
（
う
ち
、
旧
屋
久
町
と
旧
上

屋
久
町
の
二
自
治
体
は
市
町
村
合
併
で
廃
止
の
た
め
、
そ

れ
を
除
く
と
八
自
治
体
）
で
、
全
体
の
二
割
に
の
ぼ
る
。

　

こ
れ
は
放
射
性
廃
棄
物
な
ど
の
発
生
元
と
な
る
原
子
力

発
電
所
が
海
沿
い
に
あ
り
、
海
上
を
利
用
し
て
核
燃
料
受

入
や
放
射
性
廃
棄
物
輸
送
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
処
分

場
誘
致
や
建
設
問
題
が
発
生
し
や
す
い
こ
と
が
そ
の
理
由

と
考
え
ら
れ
る*
。

6

　　

③　

条
例
制
定
時
期
の
状
況

　

わ
が
国
で
一
番
最
初
に
回
避
等
条
例
が
制
定
さ
れ
た
の

は
岡
山
県
旧
湯
原
町
で
、
一
九
九
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
条
例
が
制
定
さ
れ
た
近
く
に
は
日
本
で
唯
一
ウ
ラ
ン

採
掘
を
し
て
い
た
人
形
峠
が
あ
り*
、

7

放
射
能
を
含
む
残
土

を
処
理
す
る
処
分
場
建
設
に
繋
が
る
話
が
浮
上
し
た
た
め

制
定
し
た
と
さ
れ
て
い
る*
。

8

そ
の
後
も
年
間
一
～
二
条
例

程
度
の
頻
度
で
条
例
は
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
時
期
を
確

認
す
る
と
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

　

Ⓐ　

鹿
児
島
県
の
肝
属
地
域
や
東
洋
町
な
ど
で
放
射
性

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
二
〇
〇
〇

年
か
ら
二
〇
一
一
年
三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
ま

で
の
約
一
〇
年
間
。

　

Ⓑ　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
稲
わ
ら
な
ど
が
汚
染
対
処
特

措
法
に
基
づ
く
指
定
廃
棄
物
と
な
り
、
八
〇
〇
〇
ベ
ク
レ

ル
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
基
準
と
は
異
な
る
放
射
性
廃
棄
物
問

題
が
生
ま
れ
た
二
〇
一
一
～
二
〇
一
六
年
頃
の
約
五
年
間
。

　

Ⓒ　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
二
〇
一
七
年
七
月
に
公
表

し
た
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
国
土
の
大
多
数
が

適
地
と
な
り
、
結
果
と
し
て
、
寿
都
町
と
神
恵
内
村
が
放

射
性
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
文
献
調
査
の
応
募
表
明
に
繋

が
っ
た
二
〇
一
七
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
約
五
年
間
。

　

こ
の
中
で
も
、
Ⓒ
以
降
に
条
例
を
制
定
し
た
の
は
一
八

自
治
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
年
動
き
が
激
し
く

図表２－２　自治体規模別の持ち込み拒否条例制定状況
　　　　　　（市町村合併で消滅した自治体は除く）
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な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

④　

名
称
の
状
況

　

名
称
と
し
て
一
番
多
か
っ
た
の
は
「
持
込
み
（
持
ち
込

み
）
拒
否
」
を
冠
す
る
条
例
で
一
五
自
治
体
、「
湧
水
保

全
」
や
「
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
、
拒
否
の
文

言
を
付
さ
な
い
条
例
が
八
条
例
、「
持
込
み
（
持
ち
込
み
）

拒
否
＋
立
地
拒
否
」
が
七
条
例
、「
持
ち
込
ま
せ
な
い
」

が
六
条
例
、「
受
入
拒
否
＋
立
地
拒
否
」
が
四
条
例
で
あ
っ

た
（
図
表
２

－

３
）。

　

た
だ
、
図
表
１
で
示
し
た
よ
う
に
、
近
年
は
「
持
ち
込

ま
せ
な
い
」
あ
る
い
は
「
受
入
拒
否
」
と
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　

⑵　

規
定
項
目
の
整
理

　

次
に
回
避
等
条
例
に
規
定
さ
れ
て
い
る
項
目
を
整
理
、

考
察
す
る
た
め
、「
回
避
等
条
例
項
目
一
覧
表
」（
以
下
、「
一

覧
表
」）
を
作
成
し
た
（
図
表
３
）。
表
内
に
記
さ
れ
て
い

る
●
印
は
、条
文
内
に
そ
の
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
、

▲
は
文
言
で
は
直
接
的
に
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
間

接
的
に
は
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
た
。
こ
の
一
覧
表
を

使
い
、
条
例
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

　　

①　

目
的
規
定

　

回
避
等
条
例
を
制
定
し
て
い
る
理
由
と
言
え
る
規
定
で

あ
り
、
北
海
道
を
除
く
全
て
の
条
例
で
「
目
的
規
定
」
が

置
か
れ
て
い
る*
。

9

中
で
も
「
地
域
発
展
」
の
文
言
は
三
五

自
治
体
で
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、「
住
民
の
生
命

保
護
」
と
「
自
然
保
護
」
に
つ
い
て
も
、
三
三
自
治
体
と

多
く
の
条
例
で
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
住
民
の
生
命
保
護

や
地
域
の
自
然
保
護
を
目
的
と
し
、
安
定
的
な
地
域
発
展

を
目
指
し
て
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

一
方
、
研
究
会
が
示
し
た
「
放
射
性
廃
棄
物
処
理
施
設

立
地
等
回
避
条
例
の
論
点
」
の
中
で
、
条
例
を
制
定
す
る

か
、
あ
る
い
は
要
綱
や
宣
言
と
す
る
か
は
検
討
の
余
地
が

あ
る
、
と
指
摘
し
た
が
、
旧
屋
久
町
を
始
め
鹿
児
島
県
内

で
制
定
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
条
例
で
は
、
す
で
に
あ
る
非

核
に
関
す
る
決
議
や
宣
言
に
基
づ
き
条
例
が
制
定
さ
れ
て

い
た
。

　

筆
者
が
住
む
札
幌
市
を
始
め
、多
く
の
自
治
体
で
は「
非

図表２－３　回避等条例の名称状況
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核
宣
言
」
あ
る
い
は
「
平
和
都
市
宣
言
」
が
置
か
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
宣
言
を
有
す
る
自
治
体
で
条
例
を
制
定
す

る
際
に
は
、
根
拠
の
一
つ
と
し
て
活
用
が
考
え
ら
れ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

②　

定
義
規
定

　

定
義
に
つ
い
て
は
全
て
の
条
例
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、

大
き
く
「
原
子
力
施
設
」
と
「
放
射
性
物
質
」
に
関
す
る

二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
前
者
で
は
、
原
子
力
発
電

所
や
中
間
貯
蔵
施
設
、
放
射
性
廃
棄
物
最
終
処
分
場
と

い
っ
た
具
体
的
な
施
設
名
を
挙
げ
て
規
定
し
て
い
る
条
例

（
一
一
自
治
体
）
と
単
に
「
原
子
力
関
連
施
設
」
と
だ
け

表
記
し
て
い
る
も
の
に
整
理
さ
れ
る（
八
自
治
体
で
規
定
）。

　

ま
た
、
旧
上
屋
久
町
の
よ
う
に
「
原
子
力
関
連
施
設
と

は
、
原
子
力
の
利
用
、
貯
蔵
、
廃
棄
及
び
研
究
に
か
か
わ

る
全
て
の
施
設
を
い
う
」
と
具
体
的
な
施
設
名
な
ど
挙
げ

て
い
な
い
が
、
容
易
に
原
子
力
発
電
所
な
ど
を
想
像
で
き

る
よ
う
な
条
例
も
あ
っ
た
（
二
自
治
体
）。

　

一
方
、
後
者
で
は
原
子
力
施
設
か
ら
実
際
に
排
出
さ
れ

る
放
射
性
物
質
な
ど
を
定
義
化
し
た
も
の
で
、「
原
子
力

関
連
施
設
か
ら
発
生
す
る
使
用
済
燃
料
」が
最
も
多
く（
二

七
自
治
体
）、
以
下
、「
原
子
力
関
連
施
設
か
ら
発
生
す
る

放
射
性
廃
棄
物
」（
一
二
自
治
体
）、「
使
用
済
燃
料
の
再

処
理
、
廃
棄
過
程
で
発
生
す
る
放
射
性
物
質
」
と
「
使
用

済
燃
料
の
再
処
理
、
廃
棄
過
程
で
発
生
す
る
放
射
性
廃
棄

物
」
が
同
数
（
一
〇
自
治
体
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
一
覧
表
を
見
て
も
ら
え
ば
分
か
る
よ
う
に
、
条

例
に
よ
っ
て
使
用
済
燃
料
だ
っ
た
り
、
放
射
性
廃
棄
物

だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
原
子
力
基
本
法
に
基
づ
く
核
燃
料

物
質
だ
っ
た
り
と
定
義
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
。
山
本
行
雄

は
「
関
係
す
る
法
律
自
体
が
様
々
な
分
野
に
ま
た
が
っ
て

い
る
こ
と
が
原
子
力
が
持
つ
負
の
側
面
だ
」
と
指
摘
し
て

い
る
が*
、

10

定
義
が
統
一
化
さ
れ
て
い
な
い
の
に
は
、
そ
う

し
た
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

　

③　

基
本
施
策
・
政
策
規
定

　

定
義
規
定
で
放
射
性
物
質
や
放
射
性
廃
棄
物
、
原
子
力

関
連
施
設
な
ど
の
対
象
を
示
し
た
上
で
、
自
治
体
と
し
て

受
入
や
持
込
み
拒
否
な
ど
意
志
表
示
を
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
が
基
本
施
策
・
政
策
の
規
定
で
あ
る
。

　

最
も
多
い
規
定
は
「
い
か
な
る
場
合
も
自
治
体
内
に
放

射
性
物
質
等
の
持
込
み
拒
否
」（
一
一
自
治
体
）
で
、以
下
、

「
医
療
用
放
射
性
物
質
の
利
用
は
妨
げ
な
い
」（
一
〇
自
治

体
）、「
い
か
な
る
場
合
も
放
射
性
廃
棄
物
等
の
持
込
み
拒

否
」
及
び
「
い
か
な
る
場
合
も
放
射
性
廃
棄
物
等
の
持
ち

込
ま
せ
な
い
」、「
い
か
な
る
場
合
も
放
射
性
物
質
等
を
持

ち
込
ま
せ
な
い
」
が
同
数
（
五
自
治
体
）
と
な
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
白
浜
町
や
島
牧
村
な
ど
近
年
制
定
し
た
自
治
体

で
は
、基
本
施
策
の
規
定
と
は
別
に
基
本
理
念
と
し
て「
住

民
は
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
た
め
、
豊
か
で
良
質

な
自
然
の
恵
み
を
享
受
す
る
権
利
を
有
す
る
」
な
ど
を
置

く
条
例
も
あ
る
。

　

一
方
、
釜
石
市
や
普
代
村
の
よ
う
に
条
例
名
は
「
持
込

拒
否
」
と
い
う
名
称
を
冠
し
て
い
な
が
ら
、
条
文
で
は
波

線
部
の
よ
う
に
「
い
か
な
る
場
合
も
放
射
性
廃
棄
物
を
持

ち
込
ま
せ
な
い
」
あ
る
い
は
「
い
か
な
る
場
合
も
放
射
性

物
質
を
持
ち
込
ま
せ
な
い
」
と
な
っ
て
お
り
、
名
称
と
条

文
表
記
が
一
致
し
て
い
な
い
条
例
も
確
認
で
き
た
。
前
述

の
よ
う
に
、
近
年
「
持
ち
込
ま
せ
な
い
」
と
の
名
称
を
持

つ
条
例
が
増
え
つ
つ
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
今
後
は

基
本
施
策
規
定
の
文
言
も
「
持
ち
込
ま
せ
な
い
」
に
統
一

し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

④　

権
限
・
公
表
規
定

　

実
際
に
放
射
性
物
質
や
放
射
性
廃
棄
物
の
持
込
み
が
確

認
で
き
た
場
合
、
原
子
力
関
連
施
設
な
ど
に
情
報
提
供
を

求
め
る
規
定
、
あ
る
い
は
立
入
検
査
や
基
本
施
策
を
実
現

す
る
目
的
で
関
係
先
に
通
告
し
、
立
場
を
公
表
さ
せ
る
と

い
う
よ
う
な
権
限
に
関
す
る
規
定
を
置
く
回
避
等
条
例
が

確
認
さ
れ
た
た
め
、
一
覧
表
を
用
い
て
整
理
し
た
。

　

権
限
規
定
で
は
、「
調
査
を
行
う
職
員
は
身
分
証
明
書
を

携
帯
し
、
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
「
立
入
検
査
の

権
限
は
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て

は
な
ら
な
い
」
が
同
数
（
九
自
治
体
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
自
治
体
は
放
射
性
物
質
等
の
自
治
体
内
持
込

み
に
つ
い
て
疑
念
が
生
じ
た
場
合
、
原
子
力
関
連
施
設
に

対
し
報
告
を
求
め
、
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
関
係
場
所

へ
そ
の
身
分
を
示
す
証
票
を
携
帯
し
た
職
員
を
立
ち
入
り

さ
せ
て
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
「
自
治
体
は
条
例

に
違
反
し
た
原
子
力
関
連
施
設
の
責
任
者
に
対
し
、
施
設

の
供
用
、
操
業
の
即
時
停
止
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」

も
同
数
（
七
自
治
体
）
と
な
っ
て
お
り
、
調
査
へ
の
協
力

や
情
報
提
供
だ
け
で
は
な
く
、
操
業
の
停
止
な
ど
厳
し
い

対
応
を
規
定
し
て
い
る
条
例
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
規
定
が
条
例
に
盛
り
込
ま
れ
る
の
に
は
、
特

定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
が
関
係
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
法
で
は
「
第
二
三
条
報
告
及

び
立
入
検
査
等
」
で
、『
土
地
掘
削
等
に
関
す
る
実
施
状

況
の
検
査
規
定
が
あ
り
、
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
身
分

を
示
す
証
明
書
の
携
帯
、
立
入
検
査
の
権
限
は
犯
罪
捜
査



32北海道自治研究 ２０２１年８月（Ｎo.631）

の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
』
と
規
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
準
用
し
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

公
表
規
定
と
し
て
は
、「
条
例
に
規
定
す
る
目
的
達
成

の
た
め
国
及
び
関
係
機
関
に
対
し
基
本
施
策
を
通
告
し
立

場
を
明
ら
か
に
す
る
」
が
一
七
自
治
体
で
規
定
さ
れ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
制
定
さ
れ
た
条
例
で
は
、
権
限
や

公
表
規
定
を
持
た
な
い
も
の
も
増
え
て
き
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
今
後
も
こ
の
傾
向
が
続
く
の
か
確
認
が
必
要
な

規
定
と
言
え
よ
う
。

　

⑤　

責
務
規
定

　

条
例
に
は
、
趣
旨
な
ど
を
遵
守
さ
せ
る
目
的
で
責
務
規

定
を
置
く
場
合
が
あ
る
。
回
避
等
条
例
で
も
、
自
治
体
の

責
務
や
首
長
責
務
、
議
会
責
務
を
規
定
す
る
条
例
、
あ
る

い
は
住
民
責
務
や
首
長
だ
け
で
は
な
く
特
別
職
公
務
員
や

一
般
公
務
員
な
ど
も
対
象
と
し
た
責
務
規
定
を
置
く
条
例

が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
一
覧
表
で
は
住
民
、
首
長
、
首
長

ら
、
議
会
、
自
治
体
に
五
つ
に
分
類
し
、
整
理
し
た
。

　

ま
ず
、
住
民
の
責
務
に
つ
い
て
は
、「
住
民
は
条
例
に

規
定
す
る
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
自
治
体
が
実
施
す
る

施
策
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
が
七
自
治
体
で
、

二
〇
一
七
年
の
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
公
表
後
に
制
定
さ
れ

た
条
例
で
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
大
隅
半
島
周
辺
自
治
体
で
制
定
さ
れ
た
五
条
例

の
み
の
特
徴
と
し
て
、「
条
例
を
趣
旨
を
遵
守
し
、
放
射

性
物
質
及
び
原
子
力
関
連
施
設
等
の
自
治
体
内
持
込
み
を

さ
せ
な
い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ

て
い
る
。

　

首
長
の
責
務
を
規
定
し
て
い
る
の
は
宮
古
市
の
み
だ

が
、
農
業
委
員
会
な
ど
の
特
別
職
地
方
公
務
員
や
一
般
職

地
方
公
務
員
が
、
原
子
力
関
連
施
設
の
建
設
計
画
な
ど
の

情
報
を
得
た
と
き
に
は
住
民
等
へ
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
規
定
す
る
よ
う
な
条
例
も
東
串
良
町
な
ど
鹿
児

島
県
内
を
中
心
に
確
認
さ
れ
た
。
議
会
の
責
務
は
、
岩
泉

町
な
ど
岩
手
県
内
の
自
治
体
で
近
年
制
定
さ
れ
た
条
例
で

規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

自
治
体
の
責
務
に
つ
い
て
は
、
条
例
に
基
づ
き
施
策
の

実
施
、
原
子
力
関
連
施
設
の
建
設
等
の
情
報
を
得
た
時
点

で
、
必
要
な
措
置
あ
る
い
は
情
報
を
求
め
る
こ
と
な
ど
を

規
定
す
る
も
の
で
、
美
瑛
町
や
浦
河
町
、
釜
石
市
、
久
慈

市
な
ど
近
年
制
定
さ
れ
た
条
例
で
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
に
、
責
務
規
定
は
近
年
制
定
さ
れ
た
条
例
で
多
く
見
ら

れ
る
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
は
回
避
等
条
例
の
新
た
な
傾
向

と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
２
　
規
定
項
目
整
理
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
課
題

　　

こ
こ
か
ら
は
、
一
覧
表
を
用
い
て
行
っ
た
規
定
項
目
の

整
理
を
踏
ま
え
、明
ら
か
と
な
っ
た
課
題
を
取
り
上
げ
る
。

　

⑴　

不
十
分
な
定
義
規
定

　

一
覧
表
を
用
い
た
整
理
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
近
年

制
定
さ
れ
た
条
例
の
多
く
で
定
義
が
「
こ
の
条
例
に
お
い
て

『
放
射
性
物
質
等
』
と
は
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。
⑴
『
原

子
力
関
連
施
設
か
ら
発
生
す
る
使
用
済
核
燃
料
』」
と
だ
け

明
記
し
、
原
子
力
関
連
施
設
が
ど
の
よ
う
な
施
設
な
の
か
全

く
規
定
さ
れ
て
い
な
い
条
例
が
確
認
さ
れ
た*
。

11

　

原
子
力
利
用
の
安
全
確
保
の
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る

原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
る
と
、
原
子
力
関
連
施
設
と
は

①
実
用
発
電
用
原
子
炉
と
②
核
燃
料
施
設
等
の
二
つ
に
分

類
し
た
上
で
、
①
は
原
子
力
発
電
所
、
②
は
研
究
開
発
段

階
発
電
用
原
子
炉
や
試
験
研
究
炉
な
ど
七
項
目
に
細
分
化

し
て
定
義
し
て
い
る*
。

12

ま
た
、
一
般
財
団
法
人
日
本
原
子

力
文
化
財
団
で
は
「
日
本
の
原
子
力
施
設
の
状
況
」
と
し

て
、
①
商
業
用
原
子
炉
と
②
商
業
用
原
子
力
発
電
所
以
外

と
分
類
し
て
い
る*
。

13

こ
の
よ
う
に
、
公
的
機
関
な
ど
で
原

子
力
関
連
施
設
の
定
義
を
示
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
あ
え

て
条
例
で
明
記
す
る
必
要
は
な
い
、
と
考
え
て
い
る
自
治

体
が
多
い
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
回
避
等
条
例
を
制
定
し
て
も
何
ら
か

の
理
由
で
、
放
射
性
物
質
が
自
治
体
内
に
持
ち
込
ま
れ
る

可
能
性
は
あ
る
。
そ
の
場
合
、
条
文
に
原
子
力
関
連
施
設

と
し
て
原
子
力
発
電
所
や
最
終
処
分
場
な
ど
と
明
文
化
さ

れ
て
い
れ
ば
、
持
込
者
へ
排
出
先
を
確
認
し
た
上
で
「
条

文
に
規
定
さ
れ
て
い
る
定
義
に
基
づ
き
、
拒
否
し
ま
す
」

と
い
う
対
応
と
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、「
原
子
力
関
連
施
設
か
ら
発
生
す
る
使
用

済
核
燃
料
の
持
込
拒
否
」
あ
る
い
は
「
原
子
力
関
連
施
設

か
ら
発
生
す
る
放
射
性
物
質
の
持
込
拒
否
」
と
い
う
よ
う

な
規
定
を
持
つ
条
例
の
場
合
、
持
込
者
に
対
し
、
排
出
先

を
確
認
→
原
子
力
規
制
委
員
会
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

原
子
力
関
連
施
設
に
つ
い
て
確
認
→
「
条
例
に
基
づ
き
持

込
拒
否
」
と
二
段
階
の
対
応
が
必
要
と
な
る
。

　

拒
否
判
断
の
対
応
は
早
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
の
だ

か
ら
、
原
子
力
関
連
施
設
の
定
義
を
明
文
化
し
て
お
く
方

が
条
例
と
し
て
は
適
切
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

他
方
で
、
敢
え
て
定
義
を
明
確
に
し
な
い
と
い
う
考
え

方
も
あ
る
。
こ
れ
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
塩
谷
町
の

担
当
者
か
ら
、「
フ
ァ
ジ
ィ
と
い
う
表
現
が
適
切
で
は
な
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い
か
も
し
れ
な
い
が
、
定
義
を
細
か
く
規
定
し
な
い
こ
と

が
自
治
体
側
に
有
利
に
な
る
こ
と
も
あ
る
」
と
興
味
深
い

説
明
を
受
け
た
。
塩
谷
町
の
場
合
、
国
（
環
境
省
）
か
ら

汚
染
対
策
特
措
法
に
基
づ
く
処
分
場
建
設
を
押
し
つ
け
ら

れ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
自
治
体
側
で
の
判
断
が
で
き
る

よ
う
な
条
文
構
成
と
し
た
方
が
運
用
し
や
す
い
と
判
断
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、浦
河
町
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、町
長
か
ら
「
条

文
で
定
義
を
明
確
に
規
定
し
な
く
て
も
、
私
が
首
長
で
あ

る
限
り
は
受
入
拒
否
す
る
」
と
伺
っ
た
。
た
だ
、
首
長
は

ど
こ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
必
ず
交
代
す
る
。
既
に
回
避
等

条
例
を
制
定
し
て
い
る
自
治
体
で
も
、
首
長
の
交
代
に

よ
っ
て
突
如
原
子
力
関
連
施
設
を
受
け
入
れ
る
と
表
明
す

る
か
も
し
れ
な
い
。そ
の
際
に
定
義
が
明
確
で
な
け
れ
ば
、

様
々
な
理
由
を
付
け
、
議
会
も
受
け
入
れ
を
容
認
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。
こ
う
し
た
為
政
者
の
暴
走
を
防

ぐ
意
味
で
も
回
避
等
条
例
は
有
効
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

れ
ば
、
不
十
分
な
定
義
規
定
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　

　

⑵　

医
療
用
放
射
性
物
質
の
除
外
規
定

　

医
療
用
放
射
線
物
質
の
除
外
規
定
を
設
け
て
い
る
条
例

は
一
三
条
例
と
、半
数
に
満
た
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

医
療
用
放
射
性
物
質
と
は
、
甲
状
腺
ガ
ン
治
療
な
ど
高
度

な
医
療
サ
ー
ビ
ス
で
利
用
さ
れ
る
も
の
で
、
ラ
ジ
オ
ア
イ

ソ
ト
ー
プ
な
ど
を
指
す*
。

14

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
調
達
や
保

管
、
使
用
、
廃
棄
に
つ
い
て
、
全
て
法
律
や
制
度
な
ど
に

よ
っ
て
管
理
運
営
さ
れ
て
い
る
が*
、

15

条
文
中
に
除
外
規
定

が
な
け
れ
ば
、
医
療
機
関
で
こ
れ
ら
を
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

こ
の
規
定
が
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
前
述
し
た

よ
う
に
、
条
例
が
小
規
模
自
治
体
で
多
く
制
定
さ
れ
て
お

り
、
高
度
医
療
を
実
施
す
る
医
療
機
関
が
な
い
こ
と
が
そ

の
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
医

療
用
放
射
性
物
質
は
人
間
だ
け
で
は
無
く
家
畜
な
ど
の
診

療
で
も
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か*
、

16

日
常
的
に
医
療
用
放
射

性
物
質
を
輸
送
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い*
。

17

　

例
え
ば
、
医
療
用
放
射
線
物
質
の
除
外
規
定
を
持
た
な

い
条
例
を
持
つ
自
治
体
を
医
療
用
放
射
性
物
質
を
積
ん
だ

ト
ラ
ッ
ク
が
通
過
す
る
場
合
、
本
来
で
あ
れ
ば
条
例
に
基

づ
き
通
過
を
拒
否
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
事
前
に
通

知
が
な
け
れ
ば
輸
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
す
ら
分
か
ら
な
い

で
あ
ろ
う
し
、
輸
送
側
も
よ
ほ
ど
の
理
由
が
な
い
限
り
通

知
は
し
な
い
だ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、
知
ら
な
い
間
に
条
例
違
反
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
医
療

用
放
射
性
物
質
の
除
外
規
定
は
回
避
等
条
例
に
不
可
欠
な

規
定
と
言
え
よ
う
。
除
外
規
定
を
持
た
な
い
条
例
に
つ
い

て
は
、
前
述
の
よ
う
な
理
由
か
ら
早
急
に
規
定
を
追
加
す

る
条
例
改
正
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　

⑶　

住
民
の
責
務
規
定

  

近
年
制
定
さ
れ
た
回
避
等
条
例
の
特
徴
と
し
て
、
責
務

規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
放
射
性
物

質
等
の
持
ち
込
み
に
よ
っ
て
放
射
能
汚
染
の
可
能
性
が
高

ま
り
、
住
民
の
生
命
や
財
産
を
保
護
す
る
た
め
に
持
込
を

拒
否
す
る
と
い
う
条
例
趣
旨
を
考
え
れ
ば
、
自
治
体
や
首

長
な
ど
の
責
務
規
定
は
必
要
で
あ
り
理
解
で
き
る
の
だ

が
、住
民
の
責
務
規
定
は
果
た
し
て
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

改
め
て
、
住
民
の
責
務
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
条

文
を
確
認
し
て
み
る
と
、
岩
泉
町
の
よ
う
に
「
町
民
は
、

基
本
原
則
が
遵
守
さ
れ
る
よ
う
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
義
務
規
定
と
し
て
い
る
自
治
体
、
野
田
村
の
よ
う

な
「
村
民
は
、
こ
の
条
例
に
則
り
、
村
が
実
施
す
る
取
組

へ
の
協
力
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
努
力
義
務
規

定
と
し
て
い
る
自
治
体
に
分
類
で
き
る
。
仮
に
自
治
体
が

「
条
例
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
み
ん
な
で
座
り
込
み
の
抗
議

活
動
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
決
定
し
た
場
合
、
前
者
で
は
住

民
は
強
制
参
加
、
後
者
の
場
合
は
住
民
も
協
力
し
て
く
だ

さ
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

住
民
の
責
務
規
定
を
設
け
る
理
由
と
し
て
、
首
長
や
議

会
は
「
住
民
は
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
放
射
性
物
質
や
放

射
性
廃
棄
物
等
を
扱
う
原
子
力
関
連
施
設
の
建
設
に
は
反

対
す
る
も
の
だ
」「
だ
か
ら
持
込
拒
否
に
も
賛
同
す
る
」

と
考
え
、
条
例
を
制
定
し
て
い
る
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
確

か
に
、
過
去
を
振
り
返
る
と
原
子
力
や
放
射
性
物
質
な
ど

が
絡
む
も
の
で
は
、
一
九
九
六
年
八
月
四
日
に
実
施
し
た

新
潟
県
巻
町
（
現
・
新
潟
市
）
で
個
別
型
住
民
投
票
条
例

に
基
づ
き
投
票
実
施
さ
れ
る
な
ど*
、

18

い
く
つ
か
事
例
が
あ

り
、
住
民
関
心
の
高
い
事
案
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
住
民
の
中
に
は
当
然
反
対
だ
と
い
う

人
も
い
れ
ば
、
自
治
体
の
将
来
を
案
じ
原
子
力
関
連
施
設

の
誘
致
に
賛
成
と
考
え
る
人
も
い
る
だ
ろ
う*
。

19

一
方
で
、

商
売
な
ど
の
都
合
上
、
明
確
に
賛
成
・
反
対
と
声
を
挙
げ

ら
れ
ず
黙
っ
て
い
る
住
民
も
い
る
だ
ろ
う
し
、
最
終
処
分

場
な
ど
永
久
的
な
施
設
建
設
は
困
る
が
、
放
射
性
物
質
を

積
ん
だ
車
両
の
通
過
く
ら
い
な
ら
止
む
な
し
と
い
っ
た
住

民
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

筆
者
は
、
多
様
な
住
民
が
い
る
こ
と
を
自
治
体
と
し
て

配
慮
す
べ
き
と
い
う
視
点
か
ら
、
回
避
等
条
例
に
住
民
の
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責
務
規
定
は
「
不
要
」
と
判
断
し
て
い
る
の
だ
が
、
い
か

が
だ
ろ
う
か
。

　
　
む
す
び
に
か
え
て

　

以
上
の
よ
う
に
回
避
等
条
例
の
規
定
項
目
を
見
て
み
た

が
、
放
射
性
物
質
や
放
射
性
廃
棄
物
、
原
子
力
関
連
施
設

を
「
明
確
に
拒
否
す
る
」
名
称
の
条
例
か
ら
、
条
例
名
あ

る
い
は
規
定
内
容
も
「
持
ち
込
ま
せ
な
い
」
と
穏
や
か
な

表
現
に
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
う

し
た
変
化
に
つ
い
て
、
筆
者
は
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
て
い

る
の
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
の
条
例
で
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
由
来
の
放
射
性
物
質
や
廃
棄
物
を
拒
否
す
る
と
規

定
し
て
お
ら
ず*
、

20

そ
の
理
由
は
今
回
の
調
査
か
ら
釈
然
と

し
な
か
っ
た*
。

21

　

他
方
で
、条
例
違
反
状
態
の
回
避
等
条
例
が
あ
る
な
ど
、

十
分
な
検
討
を
せ
ず
条
例
制
定
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
散
見

さ
れ
た
。不
十
分
な
内
容
の
条
例
と
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、

短
期
間
で
内
容
を
検
討
し
制
定
ま
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
間
的
制
約
に
加
え
、
自
治
体
や
首
長
、
議
員
側
か
ら

す
れ
ば
、
素
早
く
条
例
制
定
を
す
る
こ
と
で
「
真
摯
に
対

応
し
た
」
と
い
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
効
果
が
あ
る
か
ら
な

の
だ
ろ
う*
。

22

　

た
だ
、
筆
者
も
含
め
住
民
の
多
く
は
、
放
射
性
物
質
や

放
射
性
廃
棄
物
、
原
子
力
政
策
の
理
解
に
乏
し
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
や
は
り
、
条
例
制
定
前
に
は
理
解
を
深
め
る

た
め
の
住
民
説
明
会
や
学
習
会
を
何
度
も
実
施
し
、
条
文

構
成
や
規
定
項
目
の
検
討
も
住
民
と
行
政
、
議
会
の
三
者

に
よ
り
す
べ
き
、
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
作
業
を
踏
ま
え
た
上
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
す
る
と
い
っ
た
丁
寧
な
住
民
参
加
手
続
も
回

避
等
条
例
の
制
定
に
は
重
要
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う*
。

23

そ
う
考
え
る
と
、
問
題
が
発
生
後
の
バ
タ
バ
タ
し
た
状
態

で
は
な
く
、
時
間
的
余
裕
の
あ
る
平
時
に
制
定
す
べ
き
条

例
と
も
言
え
る
。

　

本
稿
執
筆
時
点
（
二
〇
二
一
年
八
月
一
日
）
で
、
新
た

に
放
射
性
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
選
定
に
向
け
た
文
献
調

査
の
応
募
表
明
を
し
た
自
治
体
は
な
い
が
、
寿
都
町
や
神

恵
内
村
の
様
子
を
見
て
応
募
し
て
く
る
自
治
体
が
出
て
く

る
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
、
放
射
性
物
質
が
関
係
す
る
問

題
と
し
て
、
環
境
省
は
本
年
三
月
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
周
辺
の
「
汚
染
廃
棄
物
対
策
地
域
」
に
あ
る
高
濃
度

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ー
ル
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）
廃
棄
物
を
室
蘭
市
内

で
処
理
す
る
と
突
如
計
画
を
発
表
、
波
紋
を
呼
ん
で
い
る*
。

24

　

関
係
自
治
体
と
事
前
協
議
を
一
切
し
な
い
ま
ま
協
力
を

求
め
る
事
例
は
、
研
究
会
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
し
た
塩
谷

町
な
ど
で
も
み
ら
れ
て
お
り
、
も
は
や
国
に
と
っ
て
、
当

た
り
前
の
手
法
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い*
。

25

こ
う
し
た

動
き
を
見
聞
き
し
て
筆
者
が
懸
念
し
て
い
る
の
は
、
す
で

に
い
く
つ
か
の
原
子
力
発
電
所
で
進
め
ら
れ
て
い
る
廃
炉

作
業
で
あ
る*
。

26

　

廃
炉
に
よ
っ
て
発
生
す
る
放
射
性
物
質
が
含
ま
れ
た
廃

棄
物
は
、
法
に
基
づ
き
適
正
に
処
理
す
る
と
し
て
い
る
が*
、

27

い
く
ら
「
安
全
基
準
値
内
で
健
康
等
に
問
題
な
い
」、「
検

査
の
結
果
、
放
射
性
物
質
は
含
ま
れ
て
い
な
い
」
と
言
わ
れ

て
も
、
原
子
力
発
電
所
か
ら
出
た
と
分
か
る
廃
棄
物
を
素
直

に
受
け
入
れ
す
る
自
治
体
は
少
な
い
だ
ろ
う
。そ
う
な
る
と
、

廃
炉
作
業
は
立
ち
行
か
な
く
な
る
た
め
、
結
局
は
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
後
の
帰
還
政
策
や
汚
染
土
壌
再
利
用
政

策
の
よ
う
に
、
安
全
基
準
を
変
更
し
た
上
で
、
協
議
な
く
自

治
体
に
押
し
つ
け
し
て
く
る
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

　

今
回
の
調
査
対
象
と
し
た
条
例
で
、
定
義
規
定
な
ど
に

「
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
過
程
で
発
生
す
る
放
射
性
廃
棄

物
」、
あ
る
い
は
「
廃
炉
過
程
で
発
生
し
た
全
て
の
廃
棄

物
の
持
込
拒
否
」
な
ど
、
条
文
中
で
廃
炉
を
明
確
に
意
識

し
た
条
例
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
回
避

等
条
例
は
そ
う
し
た
視
点
で
の
検
討
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　

今
後
も
筆
者
は
も
ち
ろ
ん
、
研
究
所
と
し
て
も
国
の
動

向
及
び
回
避
等
条
例
の
調
査
を
続
け
て
い
き
、
広
く
情
報

提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る*
。
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＜

た
か
の　

じ
ょ
う
・
公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
研
究
員＞

〈
注
〉

*1 

研
究
会
の
開
催
及
び
調
査
自
治
体
に
つ
い
て
は
、
放
射
能
汚

染
土
壌
利
活
用
防
止
条
例
制
定
研
究
会
、「
放
射
性
廃
棄
物

処
理
施
設
立
地
等
回
避
条
例
の
論
点
」、『
北
海
道
自
治
研
究

六
二
五
号
』、
二
〇
二
一
年
を
参
照
。

*2 

『
北
海
道
新
聞
』、「
蘭
越
も
核
抜
き
決
議　

町
議
会
、
条
例

本
格
検
討
へ
」、
二
〇
二
一
・
三
・
一
九
。

*3 

北
村
喜
宣
、「
放
射
性
廃
棄
物
対
応
条
例
の
変
遷
」、『
横
浜

法
学
第
二
七
巻
第
三
号
』、
二
〇
一
九
年
。

*4 

な
お
、
宮
城
県
加
美
町
は
回
避
等
条
例
を
二
条
例
有
し
て
い

る
た
め
、
条
例
数
で
言
え
ば
四
〇
と
な
る
。

*5 

北
村
、
同
上
。

*6 

日
本
原
燃
株
式
会
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、「
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
の
輸
送
」。

*7 

国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ　

核
燃
料
・
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
開
発
部
門　

人
形
峠
環

境
技
術
セ
ン
タ
ー
、「
人
形
峠
の
あ
ゆ
み
」。

*8 

美
瑛
町
提
供
の
資
料
よ
り
。
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*9 

北
村
、
同
上
。
北
村
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
の
条
例
は
条
文
番

号
も
な
く
、
き
わ
め
て
め
ず
ら
し
い
条
例
と
指
摘
し
て
い
る
。

*10 

山
本
行
雄
、「
放
射
性
物
質
に
対
す
る
法
規
制
の
現
状
と
汚

染
土
壌
再
利
用
政
策
」、『
北
海
道
自
治
研
究
五
九
九
号
』、

二
〇
一
八
年
。

*11 

例
え
ば
、
黒
松
内
町
の
回
避
等
条
例
で
は
第
二
条
一
項
「
定

義
」
と
し
て
「
原
子
力
関
連
施
設
か
ら
発
生
す
る
使
用
済
燃

料
」、
同
条
二
項
で
「
前
号
に
規
定
す
る
使
用
済
燃
料
を
再

利
用
又
は
廃
棄
す
る
過
程
で
発
生
す
る
様
々
な
レ
ベ
ル
の
放

射
性
廃
棄
物
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
原
子
力
関
連
施
設

が
何
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。

*12 

原
子
力
規
制
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、「
原
子
力
施
設
別
の

状
況
」。
委
員
会
が
考
え
る
原
子
力
施
設
と
し
て
は
、
一
九

箇
所
の
発
電
所
に
三
三
基
あ
る
実
用
発
電
用
原
子
炉
、
核
燃

料
施
設
等
と
し
て
、
①
研
究
開
発
段
階
炉
、
②
試
験
研
究
炉
、

③
再
処
理
施
設
、
④
加
工
施
設
、
⑤
使
用
済
核
燃
料
貯
蔵
施

設
、
⑥
廃
棄
物
管
理
施
設
及
び
廃
棄
物
埋
設
施
設
、
⑦
核
燃

料
物
質
及
び
核
原
料
物
質
の
使
用
に
係
る
施
設
に
分
け
一
般

財
団
法
人
日
本
原
子
力
文
化
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、「
日
本

の
原
子
力
施
設
の
状
況
」。
ら
れ
て
い
る
。

*13 

一
般
財
団
法
人
日
本
原
子
力
文
化
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、「
日

本
の
原
子
力
施
設
の
状
況
」。
二
〇
二
〇
年
一
一
月
六
日
現

在
で
は
、
日
本
の
原
子
力
施
設
と
し
て
三
三
基
の
商
業
用
原

子
力
発
電
所
と
商
業
用
原
子
力
発
電
所
以
外
の
主
な
原
子
力

関
連
施
設
と
し
て
、
青
森
県
六
ヶ
所
村
の
再
処
理
工
場
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

*14 

長
崎
大
学
先
導
生
命
科
学
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
ア
イ
ソ
ト
ー

プ
実
験
施
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、「
看
護
師
の
た
め
の
Ｒ
Ｉ
の

基
礎
」。

*15 

武
田
浩
光
・
国
田
松
博
「
放
射
能
・
放
射
線
が
健
康
に
与
え

る
影
響　

北
海
道
で
は
ど
の
よ
う
な
原
発
防
災
対
策
が
必
要

な
の
か
」、『
北
海
道
自
治
研
究
六
一
七
号
』、
二
〇
二
〇
年
。

*16 

獣
医
療
法
施
行
規
則
第
一
条
の
八
で
も
放
射
性
同
位
元
素
の

取
扱
い
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

*17 

総
務
省
消
防
庁
、「
ス
タ
ー
ト
！
Ｒ
Ｉ
１
１
９
消
防
職
員
の

た
め
の
放
射
性
物
質
事
故
対
応
の
基
礎
知
識
」、
二
〇
一
五
。

こ
れ
に
よ
る
と
、「
放
射
線
物
質
や
放
射
線
を
取
り
扱
っ
て

い
る
施
設
は
原
子
力
関
連
施
設
以
外
に
も
多
く
存
在
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
原
子
力
関
連
施
設
が
所
在
し
な
い
市
町

村
等
に
お
い
て
も
、
放
射
性
同
位
元
素
取
扱
施
設
等
に
お
け

る
事
故
や
放
射
性
物
質
輸
送
時
の
事
故
等
の
発
生
に
備
え
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」
さ
ら
に
「
放
射
性
物
質
の
輸
送
も

全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
事

故
も
発
生
し
て
い
ま
す
」
と
あ
り
、
日
常
的
に
放
射
性
物
質

が
輸
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
垣
間
見
え
る
。

*18 

巻
町
以
外
で
放
射
性
物
質
や
原
子
力
発
電
所
絡
み
で
実
施
さ

れ
た
住
民
投
票
に
は
、
①
二
〇
〇
一
年
五
月
二
七
日
実
施
の

新
潟
県
刈
羽
村
に
お
け
る
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
お
け

る
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
受
け
入
れ
の
是
非
に
関
す
る
も
の
、

②
同
年
一
一
月
一
八
日
実
施
の
三
重
県
海
山
町
に
お
け
る
原

子
力
発
電
所
誘
致
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
が
あ
る
。
ま
た
、

投
票
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
放
射
性
物
資
や
原
子

力
関
係
で
住
民
投
票
条
例
が
制
定
さ
れ
た
事
例
は
高
知
県
窪

川
町
（
現
・
四
万
十
町
）
を
始
め
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。

*19 

神
恵
内
村
で
は
、
事
業
者
住
民
ら
で
構
成
す
る
村
商
工
会
が

放
射
性
廃
棄
物
最
終
処
分
場
誘
致
に
向
け
活
動
、
議
会
へ
文

献
調
査
へ
の
応
募
検
討
す
る
よ
う
請
願
し
、
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
住
民
側
か
ら
誘
致
を
求
め
る
声
が
出
な
い
わ

け
で
は
な
い
。

*20 

南
さ
つ
ま
市
の
よ
う
に
、「
原
子
力
発
電
所
事
故
で
汚
染
（
汚

染
土
や
瓦
礫
等
を
含
む
。）
さ
れ
た
放
射
性
物
質
」
と
い
う

条
例
は
存
在
す
る
。

*21 

一
般
社
団
法
人
日
本
原
子
力
産
業
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、「
復

興
に
向
け
た
福
島
の
状
況
」。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
一

年
六
月
八
日
付
の
速
報
値
と
し
て
、
避
難
者
は
三
五
一
九
一

人
と
公
表
さ
れ
て
い
る
。

*22 

金
井
利
之
、『
コ
ロ
ナ
対
策
禍
の
国
と
自
治
体　

－

災
害
行

政
の
迷
走
と
閉
塞 

』、
二
〇
二
一
年
。
金
井
に
よ
れ
ば
、
災

害
対
応
行
政
と
し
て
「
泥
縄
」
で
法
整
備
を
進
め
る
こ
と
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
災
害
対
策
の
「
真
摯
感
」
の
ア
ピ
ー
ル
す

る
た
め
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
回
避
等
条
例
の
制
定
過
程
を

確
認
す
る
限
り
、
同
様
な
傾
向
が
感
じ
ら
れ
る
。

*23 

放
射
能
汚
染
土
壌
利
活
用
防
止
条
例
制
定
研
究
会
、
同
上
。

論
点
9
「
放
射
性
廃
棄
物
処
理
施
設
立
地
等
回
避
条
例
の
制

定
課
程
」
で
も
住
民
説
明
会
の
重
要
性
を
示
し
て
お
り
、
場

合
に
よ
っ
て
は
住
民
投
票
の
必
要
性
も
指
摘
し
て
い
る
。

*24 

『
北
海
道
新
聞
』、「
福
島
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ　

室
蘭
搬
入
あ
り
き
」、

二
〇
二
一
・
四
・
二
五
。
計
画
は
同
年
三
月
二
四
日
に
発
表
し

て
い
る
。
室
蘭
市
内
に
は
中
間
貯
蔵
施
設
・
環
境
安
全
事
業（
Ｊ

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
北
海
道
事
業
所
が
あ
り
、
道
内
外
か
ら
蛍
光
灯

の
安
定
器
な
ど
に
含
ま
れ
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
を
実
施
し
て
い
る
。

*25 

『
北
海
道
新
聞
』、「
福
島
Ｐ
Ｃ
Ｂ
懸
念
相
次
ぐ　

室
蘭
で
初

の
住
民
説
明
会
」、
二
〇
二
一
・
七
・
二
一
。
二
〇
二
一
年

三
月
二
四
日
の
公
表
後
、
初
め
て
住
民
説
明
会
を
開
催
し
た

が
、
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

*26 

一
般
財
団
法
人
日
本
原
子
力
文
化
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
同

上
。
現
在
、
二
四
基
の
商
業
用
原
子
炉
が
廃
炉
手
続
と
な
っ

て
い
る
。

*27 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、「
廃
炉
か
ら
の
ゴ
ミ

を
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
し
く
み
『
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
』」。

*28 

本
稿
執
筆
に
際
し
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
自
治
体
担
当
者
に

は
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。
特
に
研
究
会
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
た
美
瑛
町
、
浦
河
町
、
塩
谷
町
の
担
当
者
、
研
究
会
で

報
告
し
て
い
た
だ
い
た
講
師
の
皆
さ
ん
に
は
改
め
て
お
礼
申

し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
の
内
容
に
つ
い
て
は
筆
者
に
全
て

責
任
が
あ
る
。
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旧
湯
原
町

土
岐
市

旧
屋
久
町

幌
延
町

西
之
表
市

中
種
子
町

北
海
道

旧
上
屋
久
町

十
島
村

南
種
子
町

西
ノ
島
町

旧
笠
沙
町

旧
南
郷
町

東
洋
町

宇
検
村

大
郷
町

南
大
隅
町

塩
谷
町

加
美
町
①

加
美
町
②

宮
津
市

錦
江
町

大
和
村

東
串
良
町

肝
付
町

美
瑛
町

浦
河
町

屋
久
島
町

白
浜
町

南
さ
つ
ま
市

釜
石
市

宮
古
市

岩
泉
町

普
代
村

野
田
村

島
牧
村

積
丹
町

田
野
畑
村

黒
松
内
町

久
慈
市

目
的

住民の生命保護 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

住民の財産保護 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

住民の健康保護 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

住民の生活保護 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

住民の安心生活 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

住民の健康で文化的生活維持 ● ● ● ● ●

自然環境保護（水質保全含む） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

地域発展 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

地域保護 ●

生態系保護 ●

宣言、決議に基づき ● ● ● ● ● ● ● ● ●

定
義

原
子
力
施
設

原子力関連施設 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

原子力発電所 ● ▲ ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

核燃料加工施設（使用済み含む） ● ▲ ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

中間貯蔵施設 ● ▲ ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●

再処理施設 ● ▲ ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

濃縮施設 ● ▲ ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●

放射性廃棄物最終処分場 ● ▲ ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●

原子力研究施設 ● ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

放
射
性
物
質

非核決議対象のもの ● ● ●

法で規定する核燃料物質 ● ▲ ● ●

法で規定する核原料物質 ● ▲ ● ●

原子力発電所から発生する使用済み核燃料 ● ● ● ● ● ●

原子力関連施設から発生する使用済核燃料 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

原子力関連施設から発生する放射性廃棄物 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

原子力関連施設の事故により発生する放射性廃棄物 ● ● ● ●

使用済核燃料の再処理、廃棄過程で発生する放射性物質 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

使用済核燃料の再処理、廃棄過程で発生する放射性廃棄物 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

原子力利用と研究に供され、発生し、廃棄する放射性物質 ● ● ● ● ● ● ●

特定放射性廃棄物 ●

医療機関で発生する放射性物質 ●

原子力発電所事故由来の放射性物質 ● ● ● ●

使用済み燃料の名称変更は条例効力を損なうものではない ● ● ● ● ●

基
本
理
念

住民は健康で文化的な生活を営むため、豊かで良質な自然の恵みを享受する権利を有する ● ●

美しい自然は住民の豊かな暮らしを支える貴重な財産 ● ●

自治体と住民は役割を担いながら将来にわたって郷土を保護、継承 ● ● ● ●

基
本
施
策
・
政
策

放射性廃棄物等の最終処分場、関連施設の拒否 ● ●

いかなる場合も自治体内に放射性廃棄物の持込み拒否 ● ●

いかなる場合も自治体内に放射性廃棄物等の持込み拒否 ● ● ● ● ●

いかなる場合も自治体内に放射性廃棄物等を持ち込ませない ● ● ● ● ●

いかなる場合も自治体内に放射性物質等の持込み拒否 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

いかなる場合も自治体内に放射性物質等を持ち込ませない ● ● ● ● ●

いかなる場合も自治体内に放射性核物質等の持込みを禁じる ●

いかなる場合も自治体内に放射性核物質の持込みを禁じる ●

いかなる理由があっても自治体内に放射性廃棄物を持ち込ませない ● ●

自治体内に放射性物質持込み拒否 ●

放射性廃棄物等処分のための研究開発施設の建設拒否 ●

放射性廃棄物等処分、保管、研究施設の建設拒否 ● ● ●

自治体内に原子力関連施設の立地、建設に反対 ●

いかなる場合も原子力関連施設の自治体内への立地、建設に反対 ● ●

いかなる場合も原子力関連施設の自治体近隣の地域への立地、建設に反対 ● ● ●

いかなる場合も原子力関連施設の調査、研究に関する施設建設に反対 ● ●

放射性核物質の使用、処分、施設建設、調査等の拒否 ● ●

放射性物質等の処分、保管、研究施設の建設拒否 ●

放射性物質等の処分、保管、研究に関する調査、施設建設は受け入れない ● ●

放射性廃棄物の処分、保管、研究施設の調査及び建設拒否 ●

放射性物質等の処分、保管、研究等の調査及び施設の建設を受け入れない ● ● ●

いかなる場合も自治体所属地域（周辺地域）への原子力関連施設の立地、建設反対 ● ● ●

いかなる場合も自治体所属地域（周辺地域）への原子力関連施設等の立地、建設に反対 ● ●

湧水水質保全、枯渇防止、生物多様性の保全、社会的評価の維持 ● ●

指定廃棄物最終処分場に関する宣言の下、水源、里地里山保全 ●

いかなる場合でも放射性廃棄物等の処分、保管、研究等関する調査、原子力関連施設建設
は受け入れない

● ● ● ●

いかなる場合でも放射性廃棄物の処分、保管、研究等関する調査、原子力関連施設建設は
受け入れない

●

いかなる理由があっても原子力関連施設の建設は受け入れてはならない ●

安心・安全に影響及ぼす放射性物質、持込み、貯蔵、処分施設の建設を認めない ●

医療用放射性物質の利用は妨げない ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

医療用放射性物質持込み、利用は妨げない ● ● ●

原子力政策の推進、地域振興のため受け入れる ●

研究期間中及び終了後に放射性廃棄物持ち込みは認めない ●

研究施設設置にあたり、国、道は地域振興施策を積極的実施の要望 ●

特定放射性廃棄物の持ち込みは慎重に対処し、受け入れがたい ●

放射性廃棄物受入の調査、研究等があった場合、拒否表明 ●

都道府県内の市町村が放射性廃棄物の受入等を検討開始した時は反対表明 ●

核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律に定める核原料、核燃料物質の貯
蔵または原子炉を設置使用する施設、それに類する施設

●
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図表３　回避等条例項目一覧表
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住民の生命保護 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

住民の財産保護 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

住民の健康保護 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

住民の生活保護 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

住民の安心生活 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

住民の健康で文化的生活維持 ● ● ● ● ●

自然環境保護（水質保全含む） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

地域発展 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

地域保護 ●

生態系保護 ●

宣言、決議に基づき ● ● ● ● ● ● ● ● ●

定
義

原
子
力
施
設

原子力関連施設 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

原子力発電所 ● ▲ ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

核燃料加工施設（使用済み含む） ● ▲ ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

中間貯蔵施設 ● ▲ ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●

再処理施設 ● ▲ ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

濃縮施設 ● ▲ ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●

放射性廃棄物最終処分場 ● ▲ ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●

原子力研究施設 ● ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

放
射
性
物
質

非核決議対象のもの ● ● ●

法で規定する核燃料物質 ● ▲ ● ●

法で規定する核原料物質 ● ▲ ● ●

原子力発電所から発生する使用済み核燃料 ● ● ● ● ● ●

原子力関連施設から発生する使用済核燃料 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

原子力関連施設から発生する放射性廃棄物 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

原子力関連施設の事故により発生する放射性廃棄物 ● ● ● ●

使用済核燃料の再処理、廃棄過程で発生する放射性物質 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

使用済核燃料の再処理、廃棄過程で発生する放射性廃棄物 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

原子力利用と研究に供され、発生し、廃棄する放射性物質 ● ● ● ● ● ● ●

特定放射性廃棄物 ●

医療機関で発生する放射性物質 ●

原子力発電所事故由来の放射性物質 ● ● ● ●

使用済み燃料の名称変更は条例効力を損なうものではない ● ● ● ● ●

基
本
理
念

住民は健康で文化的な生活を営むため、豊かで良質な自然の恵みを享受する権利を有する ● ●

美しい自然は住民の豊かな暮らしを支える貴重な財産 ● ●

自治体と住民は役割を担いながら将来にわたって郷土を保護、継承 ● ● ● ●

基
本
施
策
・
政
策

放射性廃棄物等の最終処分場、関連施設の拒否 ● ●

いかなる場合も自治体内に放射性廃棄物の持込み拒否 ● ●

いかなる場合も自治体内に放射性廃棄物等の持込み拒否 ● ● ● ● ●

いかなる場合も自治体内に放射性廃棄物等を持ち込ませない ● ● ● ● ●

いかなる場合も自治体内に放射性物質等の持込み拒否 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

いかなる場合も自治体内に放射性物質等を持ち込ませない ● ● ● ● ●

いかなる場合も自治体内に放射性核物質等の持込みを禁じる ●

いかなる場合も自治体内に放射性核物質の持込みを禁じる ●

いかなる理由があっても自治体内に放射性廃棄物を持ち込ませない ● ●

自治体内に放射性物質持込み拒否 ●

放射性廃棄物等処分のための研究開発施設の建設拒否 ●

放射性廃棄物等処分、保管、研究施設の建設拒否 ● ● ●

自治体内に原子力関連施設の立地、建設に反対 ●

いかなる場合も原子力関連施設の自治体内への立地、建設に反対 ● ●

いかなる場合も原子力関連施設の自治体近隣の地域への立地、建設に反対 ● ● ●

いかなる場合も原子力関連施設の調査、研究に関する施設建設に反対 ● ●

放射性核物質の使用、処分、施設建設、調査等の拒否 ● ●

放射性物質等の処分、保管、研究施設の建設拒否 ●

放射性物質等の処分、保管、研究に関する調査、施設建設は受け入れない ● ●

放射性廃棄物の処分、保管、研究施設の調査及び建設拒否 ●

放射性物質等の処分、保管、研究等の調査及び施設の建設を受け入れない ● ● ●

いかなる場合も自治体所属地域（周辺地域）への原子力関連施設の立地、建設反対 ● ● ●

いかなる場合も自治体所属地域（周辺地域）への原子力関連施設等の立地、建設に反対 ● ●

湧水水質保全、枯渇防止、生物多様性の保全、社会的評価の維持 ● ●

指定廃棄物最終処分場に関する宣言の下、水源、里地里山保全 ●

いかなる場合でも放射性廃棄物等の処分、保管、研究等関する調査、原子力関連施設建設
は受け入れない

● ● ● ●

いかなる場合でも放射性廃棄物の処分、保管、研究等関する調査、原子力関連施設建設は
受け入れない

●

いかなる理由があっても原子力関連施設の建設は受け入れてはならない ●

安心・安全に影響及ぼす放射性物質、持込み、貯蔵、処分施設の建設を認めない ●

医療用放射性物質の利用は妨げない ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

医療用放射性物質持込み、利用は妨げない ● ● ●

原子力政策の推進、地域振興のため受け入れる ●

研究期間中及び終了後に放射性廃棄物持ち込みは認めない ●

研究施設設置にあたり、国、道は地域振興施策を積極的実施の要望 ●

特定放射性廃棄物の持ち込みは慎重に対処し、受け入れがたい ●

放射性廃棄物受入の調査、研究等があった場合、拒否表明 ●

都道府県内の市町村が放射性廃棄物の受入等を検討開始した時は反対表明 ●

核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律に定める核原料、核燃料物質の貯
蔵または原子炉を設置使用する施設、それに類する施設

●
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公
表
・
権
限

公
表

条例に規定する目的達成のため国及び関係機関に対し基本施策を通告し立場を公表させる ●

条例に規定する目的達成のため国及び関係機関に対し基本施策を通告し立場を明らかにする ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

権
限

基本施策に定める事項に疑念が生じた場合、関係施設等に報告を求め、立ち入り調査ができる ●

自治体は条例に違反した事業所、研究施設に対し操業の即刻停止を求めることができる ●

基本施策に定める事項に関する疑念がある場合、関係機関、関係施設対し関連情報の提供
を求めることができる

● ● ● ● ●

基本施策を進める上で必要と認めるときは、関係機関、関係施設に対し関連情報の提供を
求めることができる

●

自治体は放射性物質等の自治体内持込みについて疑念が生じた場合、原子力関連施設に対
して報告を求め、必要な限度において、関係場所へのその身分を示す証票を携帯した職員
を立ち入りさせて調査させることができる

● ● ● ● ● ● ●

自治体は放射性物質等の自治体内持込みについて疑念が生じた場合、原子力関連施設等及
び関係機関に対して報告を求め、必要な限度において、関係場所への職員を立ち入りさせ
て調査させることができる

●

自治体は基本施策に規定する放射性物質等の持込み、原子力関連施設の自治体周辺への立
地及び建設に関する計画等の疑いがある場合は、関係機関、関係施設に対して関連情報の
提供を求めることができる

● ● ● ●

調査を行う職員は、身分証明書を携帯し、提示しなければならない ● ● ● ● ● ● ● ● ●

立入検査の権限は犯罪捜査のために認められたものと解釈してはならない ● ● ● ● ● ● ● ● ●

自治体は条例に違反した原子力関連施設の責任者に対し、施設の供用、操業の即時停止を
求めることができる

● ● ● ● ● ● ●

自治体は条例に違反した原子力関連施設の責任者等に対し、施設の供用、操業の即時停止
を求めることができる

●

自治体は条例に違反した原子力関連施設及び関係機関の責任者等に対し、施設の供用、操
業の即時停止を求めることができる

●

目標達成のため、基本方針を国、北海道及びサイクル機構等に通知する ●

首長は許可事業者等に対し必要と認める場合には湧水の利用状況等の報告を求め、職員若
しくは首長の指定する者に施設の立入、取水、排水の検査をさせることができる

●

首長は許可事業者等が条例に定める基準に違反した場合は、湧水を中心とする生物多様性、社
会的評価に著しい影響を及ぼす場合は許可事業者に対し、相当な改善策を命じることができる

●

首長は許可事業者等に対し、湧水の利用について必要な指導または助言ができる ●

首長は許可や届け出を得ず事業活動を行う者、虚偽の届け出をした者に必要措置を勧告す
ることができる

● ●

首長は勧告に従わない事業活動者に対し、事業活動の中止を命じることができるほか、原
状回復の措置を命ずることができる

●

首長は条例施行に必要な限度において、許可事業者等に対して、事業場の排出水等の水質
検査において、規則に基づき報告を求め、首長の指定する者に施設の立入検査ができる

●

首長は条例に基づく報告又は検査において、水源水質を汚濁させ、またはその恐れがある
と認めた時は、事業者に対し期限を定めて施設の構造、使用方法、汚水等の処理方法改善
の命じ、施設の一時停止を命じることができる

●

基本理念及び施策にそぐわない施設で、別表に掲げるものを立地しようとする者は首長の
許可を受けなければならない。

●

許可にあたって、首長は審議会の意見を聞かなければならない ●

責
務
規
定

住
民
の
責
務

条例の趣旨を守り、核物質・放射性廃棄物等の自治体内持込みをさせないよう努めなけれ
ばならない

●

条例の趣旨を遵守し、放射性物質及び原子力関連施設等の自治体内持込みをさせないよう
努めなければならない

● ● ● ● ●

自らすすんで湧水水質の保全、枯渇防止、生物多様性の保全、品質に対する社会的評価の
維持、増進に努めなければならない

●

住民は本条例に基づき実施する施策に協力しなければならない ●

住民は本条例に基づき実施する取組みへの協力に努めなければならない ● ● ●

住民は条例に規定する基本理念にのっとり、自治体が実施する施策に協力しなければならない ● ● ● ● ● ● ●

住民及び事業者は、基本理念にのっとり、より良い環境を創造するよう、自ら主体的に行
動し、その実現に努めるとともに、自治体が基本理念の下に実施する施策に協力しなけれ
ばならない

●

住民は基本理念にのっとり、安心・安全のまちづくりの必要性及び方策について理会を深め
るとともに、安心安全な地域社会形成のため、自主的活動を推進するよう積極的に努める

●

住民は、地域社会の安全に関する意識の高揚に努めるとともに、住民の安心で安全な暮ら
しをを害するおそれのある自体が発生に関する情報を知ったときは、情報を自治体に提供
するよう努めるものとする

●

住民は基本原則が遵守されるよう協力に努めなければならない ●

住民は基本原則が遵守されるよう協力しなければならない ●

首
長
の

責
務

首長は、行政の代表者として条例の基本原則に従い、まちづくりを推進しなければならな
い

●

首
長
ら
の
責
務

首長、副首長、教育長及び委員、農業委員、議会議員、職員ら公務員は条例の趣旨を守り、
自治体への放射性核物質の情報については速やかに、近隣自治体、都道府県知事に知らせ、
隠してはならない

●

首長、副首長、教育長及び委員、農業委員、議会議員、職員等は条例の趣旨を守り、自治
体への放射性核物質の情報については速やかに、住民、近隣自治体、都道府県知事に知ら
せなければならない

● ●

首長、副首長、教育長及び委員、農業委員、議会議員、職員等の地方公務員は、条例の趣
旨を遵守し、入手した放射性核物質及び原子力関連施設等の情報は速やかに、住民、近隣
自治体、都道府県知事に知らせるものとする

●

首長、副首長、教育長及び委員、農業委員、議会議員、職員等は条例の趣旨を守り、入手
した放射性物質及び原子力関連施設等の情報は速やかに、町民、近隣自治体、都道府県知
事に知らせるよう努める

● ●

議
会
の

責
務

議会は、条例の基本原則に従い議会運営を行わなければならない ● ● ●

議会は、基本原則にのっとり、議会運営をしなければならない ●

自
治
体
の
責
務

湧水水質の保全、枯渇防止、生物多様性の保全、品質に対する社会的評価の維持、増進に
係る施策実施しなければならない

●

条文の目的を達成するために必要な施策を総合的かつ積極的に推進しなければならない ● ● ● ●

自治体は水源地域の保全に係る必要な施策を定め、実施しなければならない ●

自治体は、必要があると認めるときは、条例に規定する基本施策を実施するための措置を
講じなければならない

● ● ● ●

自治体は、条例を遵守し必要があると認めるときは、条例に規定する基本施策を実施する
ための措置を講じなければならない

●

自治体は条例に定める基本理念にのっとり、安心・安全なまちづくりに関する基本的かつ
総合的な施策を策定及び実施する

●

自治体は条例に定める基本理念にのっとり、目的達成のために必要な施策を推進しなけれ
ばならない

●

自治体は、この条例にのっとり、自治体内への放射性廃棄物等の持込み又は原子力関連施
設の建設計画に関する情報を得たときは、関係機関に対して事実関係を含む情報提供を求
めなければならない

● ● ● ●

自治体は、放射性廃棄物等の情報が事実であると認めるときは、速やかに住民並びに都道
府県知事及び隣接する首長に知らせると共に、必要な措置を講じなければならない。

● ● ● ●

自治体は基本原則にのっとり、まちづくりを推進しなければならない ●
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公
表
・
権
限

公
表

条例に規定する目的達成のため国及び関係機関に対し基本施策を通告し立場を公表させる ●

条例に規定する目的達成のため国及び関係機関に対し基本施策を通告し立場を明らかにする ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

権
限

基本施策に定める事項に疑念が生じた場合、関係施設等に報告を求め、立ち入り調査ができる ●

自治体は条例に違反した事業所、研究施設に対し操業の即刻停止を求めることができる ●

基本施策に定める事項に関する疑念がある場合、関係機関、関係施設対し関連情報の提供
を求めることができる

● ● ● ● ●

基本施策を進める上で必要と認めるときは、関係機関、関係施設に対し関連情報の提供を
求めることができる

●

自治体は放射性物質等の自治体内持込みについて疑念が生じた場合、原子力関連施設に対
して報告を求め、必要な限度において、関係場所へのその身分を示す証票を携帯した職員
を立ち入りさせて調査させることができる

● ● ● ● ● ● ●

自治体は放射性物質等の自治体内持込みについて疑念が生じた場合、原子力関連施設等及
び関係機関に対して報告を求め、必要な限度において、関係場所への職員を立ち入りさせ
て調査させることができる

●

自治体は基本施策に規定する放射性物質等の持込み、原子力関連施設の自治体周辺への立
地及び建設に関する計画等の疑いがある場合は、関係機関、関係施設に対して関連情報の
提供を求めることができる

● ● ● ●

調査を行う職員は、身分証明書を携帯し、提示しなければならない ● ● ● ● ● ● ● ● ●

立入検査の権限は犯罪捜査のために認められたものと解釈してはならない ● ● ● ● ● ● ● ● ●

自治体は条例に違反した原子力関連施設の責任者に対し、施設の供用、操業の即時停止を
求めることができる

● ● ● ● ● ● ●

自治体は条例に違反した原子力関連施設の責任者等に対し、施設の供用、操業の即時停止
を求めることができる

●

自治体は条例に違反した原子力関連施設及び関係機関の責任者等に対し、施設の供用、操
業の即時停止を求めることができる

●

目標達成のため、基本方針を国、北海道及びサイクル機構等に通知する ●

首長は許可事業者等に対し必要と認める場合には湧水の利用状況等の報告を求め、職員若
しくは首長の指定する者に施設の立入、取水、排水の検査をさせることができる

●

首長は許可事業者等が条例に定める基準に違反した場合は、湧水を中心とする生物多様性、社
会的評価に著しい影響を及ぼす場合は許可事業者に対し、相当な改善策を命じることができる

●

首長は許可事業者等に対し、湧水の利用について必要な指導または助言ができる ●

首長は許可や届け出を得ず事業活動を行う者、虚偽の届け出をした者に必要措置を勧告す
ることができる

● ●

首長は勧告に従わない事業活動者に対し、事業活動の中止を命じることができるほか、原
状回復の措置を命ずることができる

●

首長は条例施行に必要な限度において、許可事業者等に対して、事業場の排出水等の水質
検査において、規則に基づき報告を求め、首長の指定する者に施設の立入検査ができる

●

首長は条例に基づく報告又は検査において、水源水質を汚濁させ、またはその恐れがある
と認めた時は、事業者に対し期限を定めて施設の構造、使用方法、汚水等の処理方法改善
の命じ、施設の一時停止を命じることができる

●

基本理念及び施策にそぐわない施設で、別表に掲げるものを立地しようとする者は首長の
許可を受けなければならない。

●

許可にあたって、首長は審議会の意見を聞かなければならない ●

責
務
規
定

住
民
の
責
務

条例の趣旨を守り、核物質・放射性廃棄物等の自治体内持込みをさせないよう努めなけれ
ばならない

●

条例の趣旨を遵守し、放射性物質及び原子力関連施設等の自治体内持込みをさせないよう
努めなければならない

● ● ● ● ●

自らすすんで湧水水質の保全、枯渇防止、生物多様性の保全、品質に対する社会的評価の
維持、増進に努めなければならない

●

住民は本条例に基づき実施する施策に協力しなければならない ●

住民は本条例に基づき実施する取組みへの協力に努めなければならない ● ● ●

住民は条例に規定する基本理念にのっとり、自治体が実施する施策に協力しなければならない ● ● ● ● ● ● ●

住民及び事業者は、基本理念にのっとり、より良い環境を創造するよう、自ら主体的に行
動し、その実現に努めるとともに、自治体が基本理念の下に実施する施策に協力しなけれ
ばならない

●

住民は基本理念にのっとり、安心・安全のまちづくりの必要性及び方策について理会を深め
るとともに、安心安全な地域社会形成のため、自主的活動を推進するよう積極的に努める

●

住民は、地域社会の安全に関する意識の高揚に努めるとともに、住民の安心で安全な暮ら
しをを害するおそれのある自体が発生に関する情報を知ったときは、情報を自治体に提供
するよう努めるものとする

●

住民は基本原則が遵守されるよう協力に努めなければならない ●

住民は基本原則が遵守されるよう協力しなければならない ●

首
長
の

責
務

首長は、行政の代表者として条例の基本原則に従い、まちづくりを推進しなければならな
い

●

首
長
ら
の
責
務

首長、副首長、教育長及び委員、農業委員、議会議員、職員ら公務員は条例の趣旨を守り、
自治体への放射性核物質の情報については速やかに、近隣自治体、都道府県知事に知らせ、
隠してはならない

●

首長、副首長、教育長及び委員、農業委員、議会議員、職員等は条例の趣旨を守り、自治
体への放射性核物質の情報については速やかに、住民、近隣自治体、都道府県知事に知ら
せなければならない

● ●

首長、副首長、教育長及び委員、農業委員、議会議員、職員等の地方公務員は、条例の趣
旨を遵守し、入手した放射性核物質及び原子力関連施設等の情報は速やかに、住民、近隣
自治体、都道府県知事に知らせるものとする

●

首長、副首長、教育長及び委員、農業委員、議会議員、職員等は条例の趣旨を守り、入手
した放射性物質及び原子力関連施設等の情報は速やかに、町民、近隣自治体、都道府県知
事に知らせるよう努める

● ●

議
会
の

責
務

議会は、条例の基本原則に従い議会運営を行わなければならない ● ● ●

議会は、基本原則にのっとり、議会運営をしなければならない ●

自
治
体
の
責
務

湧水水質の保全、枯渇防止、生物多様性の保全、品質に対する社会的評価の維持、増進に
係る施策実施しなければならない

●

条文の目的を達成するために必要な施策を総合的かつ積極的に推進しなければならない ● ● ● ●

自治体は水源地域の保全に係る必要な施策を定め、実施しなければならない ●

自治体は、必要があると認めるときは、条例に規定する基本施策を実施するための措置を
講じなければならない

● ● ● ●

自治体は、条例を遵守し必要があると認めるときは、条例に規定する基本施策を実施する
ための措置を講じなければならない

●

自治体は条例に定める基本理念にのっとり、安心・安全なまちづくりに関する基本的かつ
総合的な施策を策定及び実施する

●

自治体は条例に定める基本理念にのっとり、目的達成のために必要な施策を推進しなけれ
ばならない

●

自治体は、この条例にのっとり、自治体内への放射性廃棄物等の持込み又は原子力関連施
設の建設計画に関する情報を得たときは、関係機関に対して事実関係を含む情報提供を求
めなければならない

● ● ● ●

自治体は、放射性廃棄物等の情報が事実であると認めるときは、速やかに住民並びに都道
府県知事及び隣接する首長に知らせると共に、必要な措置を講じなければならない。

● ● ● ●

自治体は基本原則にのっとり、まちづくりを推進しなければならない ●


